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パーキング・パーミット制度の開始について 
～ 一都三県では初めての取組 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※制度の概要は裏面に記載。 

 

１ 利用証の対象者 

  障害者、高齢者、難病患者、妊産婦、けが人など、 

日常生活において歩行が困難な方。 

 

２ 利用証の種類 

 （１）青色：無期限（障害者、高齢者、難病患者） 

 （２）橙色：有期限（妊産婦、けが人等） 

 

３ 利用証を使用できる駐車区画 

 公共施設や商業施設等に設置されている、県内すべての 

下記駐車区画で使用可能。 

 （１）車いす使用者優先駐車区画（法定区画） 

   車いすをお使いの方でも車を乗り降りしやすくする 

ため、幅３．５ｍ以上で一般の駐車区画よりも広く 

設けた駐車区画です。 

 （２）おもいやり駐車区画 

   主に高齢者や妊産婦の方など、歩行が困難なものの、 

幅が広い駐車スペースを必要としない方のための、 

一般的な幅の駐車区画です。 

 

 公共施設や商業施設等に設置されている障害者等用駐車区画については、健常者の

不適正利用等が問題となっています。 

 そこで県では、当該区画の利用対象者の範囲を定め、利用証を交付する「ちば障害

者等用駐車区画利用証制度」、いわゆるパーキング・パーミット制度※を、令和３年

７月１日（木）から実施します。 

 本制度の導入により、外見では分かりづらい障害のある方や妊産婦などが当該区画

を利用しやすくなるだけでなく、不適正利用の防止などに効果が期待されます。 
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４ 利用証の申請方法 

 県（郵送）及び最寄りの市町村（窓口）にて申請を受け付け、県に申請する場合は   

約２週間前後で交付し、市町村の窓口で申請する場合には原則即日交付します。 

申請の際は、申請書と障害者手帳の写しなど確認書類の提出が必要です。 

 

５ 利用証の相互利用 

 本利用証は、制度を導入している府県市と合意を結ぶことで、相互に利用すること

ができ、本県においても制度開始日から他府県市間での利用が可能です。（下記参照） 

 

※パーキング・パーミット制度の概要 

 

パーキング・パーミット制度とは 

公共施設や商業施設をはじめとする、さまざまな施設に設置されている障害者等用

駐車区画を必要とする、障害者、介護が必要な高齢者、妊産婦、けが人など、歩行が   

困難と認められる人に利用証を交付することで、適正利用を図る制度です。 

 

パーキング・パーミット制度の導入状況 

本制度は令和３年４月現在、全国３９の府県※で導入されており、導入率は   

約８３％となっています。また、制度を導入していない都道府県のうちの４市（埼玉

県川口市及び久喜市、沖縄県那覇市及び浦添市）でも独自に導入されています。 

※未導入の自治体：北海道、青森県、東京都、神奈川県、埼玉県、愛知県、沖縄県 

 

パーキング・パーミット制度利用対象者の要件 

本制度の利用対象者は、身体障害者、要介護者、要支援者、妊産婦やけが人など  

多岐に渡りますが、対象者の要件は制度を運用する地方公共団体によって異なります。

（本県の利用対象者の要件は下記のとおり） 

 


